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に
も
と
と
み
歩
の
正
改
法
業

請
申
可
認
別
個
の
款
約
業
行
旅
載
連　

が
可
認
る
よ
に
請
申
別
個
の
社
会
行
旅
て
い
つ
に
部
一
の
款
約
業
行
旅

更
変
る
け
お
に
度
制
証
保
程
旅
や
料
消
取
の
ど
な
賃
運
Ｘ
Ｅ
Ｐ
、
し
現
実

。
た
し
ま
り
な
に
と
こ
る
れ
ら
図
が
善
改
の
定
一
、
て

論
議
正
改
款
約
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A
T
A

は
8
月
6

が
霞・
京
東、
日

企
型
集
募
「で
ル
ビ
関
が
霞
通
日
全
の
関

請
申
可
認
別
個
の
等
款
約
約
契
行
旅
画

。
た
し
ま
し
催
開
を」
会
明
説
る
す
関
に

　

P、
は
れ
こ

E
X

し
用
利
を
ど
な
賃
運

P、
て
いつ
に
行
旅
画
企
型
集
募
た

E
Xた

し
映
反
を
料
約
違・
料
消
取
の
等
賃
運

旅
る
き
で
が
と
こ
る
す
定
設
を
料
消
取

よ
お
行
旅
画
企
型
集
募、
と
款
約
業
行

よ
が
設
施
泊
宿
で
行
旅
画
企
型
注
受
び

な
し
と
象
対
い
払
支
の
金
償
補
更
変、
合

行
旅、
が
款
約
業
行
旅
る
き
で
が
と
こ
い

請
申
別
個
の
社
各
社
会

こ
る
れ
さ
可
認
り
よ
に

。
す
で
の
も

　

は
会
明
説
同

7
月催

開
で
阪
大
と
京
東
に

設
加
追、
り
お
て
れ
さ

た
れ
さ
定

8
月
6

の
日

J
も
に
場
会

A
T
A

会
協
業
行
旅
国
全
と（

A
T
N
A

員
会
の）

約
ら
者
係
関
の
社
会

、
り
ま
集
が
人
0
5
1

旅
画
企
型
集
募、
て
め
改

個
の
ど
な
款
約
約
契
行

る
す
対
に
請
申
可
認
別

。
た
し
ま
せ
わ
が
か
う
を
さ
高
の
心
関

　

認
別
個
の
ど
な
款
約
業
行
旅
の
回
今

よ
の
次、
は
に
景
背
た
し
現
実
が
請
申
可

。
た
し
ま
り
あ
が
緯
経
な
う
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ら
か
年
0
1
0
2、
は
で

議
た
け
向
に
正
改
の
款
約
業
行
旅
準
標

、
は
に
め
初
年
1
1
0
2、
し
始
開
を
論

」
し
直
見
の
料
消
取
「て
し
対
に
庁
光
観

明
の
分
部
な
確
明
不
の
定
規
の
款
約
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望
要
る
わ
関
に
正
改
の
款
約、
ど
な
化
確

は
庁
光
観、
て
け
受
を
れ
こ。
出
提
を
書

年
1
1
0
2
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款
約
業
行
旅
準
標
「、
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置
設
を」
会
討
検
る
す
関
に
し
直
見
の

に
的
格
本
が
論
議
た
け
向
に
し
直
見、
し

側
者
費
消
と
側
社
会
行
旅

解
見
る
な
異
で

　

て
いつ
に
正
改
の
款
約
業
行
旅
準
標

専
の
庁
光
観
や
省
通
交
土
国、
来
従、
は

年
9
0
0
2、
が
た
し
で
項
事
管

9
月光

観、
は
ら
か
て
し
足
発
が
庁
者
費
消
に

。
す
ま
い
て

　

費
消
と
側
社
会
行
旅、
は
で
会
討
検

違
い
食
な
き
大
に
見
意、
で
間
の
と
側
者

ま
き
で
は
と
こ
る
す
現
実
を
意
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で
向

。
た
し
で
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の
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は
て
し
と
界
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行
旅
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は
で
ど
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こ
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す
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発
が
料
消
取
ら
か
階
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い
早

に
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費
消
た
し
消
り
取
を
行
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ら
か
と

要
う
い
と
い
し
ほ
て
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を
担
負
の
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も

は
ら
か
側
者
費
消、
の
の
も
た
し
示
を
望

。
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ま
いい
と
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出
が
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の
対
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い
強

　

者
費
消、
は
て
し
と
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意
の
側
者
費
消
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的
均
平
る
い
て
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さ
示
に
法
約
契

者
費
消、
と
く
づ
基
に
方
え
考
う
い
と
額

と
こ
る
れ
わ
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し
で
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標
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を
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の
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局
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⑴、
は
て
し
と
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改
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約
業
行
旅
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⑵、
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確
明
の
義
定
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開
行
旅
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ど
と
に
ど
な、
設
新
の
項
条
除
排
団
力
暴

項
事
望
要
の
て
し
と
界
業
行
旅、
り
ま

り
た
い
は
に
で
ま
る
れ
さ
正
改、
は
て
い

、
は
題
問
の
証
保
程
旅。
た
し
で
ん
せ
ま

い
な
は
で
護
保
者
費
消
な
剰
過
「ら
か
ど

た
い
て
れ
さ
返
り
繰
が
摘
指
う
い
と」
か

、
は
て
し
と
界
業
行
旅、
ら
か
ど
な
と
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晒
店、
は
題
課
の
ら
れ
こ、
が
た
し
ま
い
て

に
容
内
る
す

　

使
を
款
約
業
行
旅
準
標、
め
た
の
そ

を
請
申
可
認
に
別
個、
は
に
合
場
い
な
わJ

A
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証
保
程
旅
と
料
消
取、
は
で

に
応
対
の
で
請
申
可
認
別
個、
て
いつ
に

。
た
し
ま
ね
重
を
議
協
と
庁
光
観
て
いつ

庁
光
観、
は
正
改
の
款
約
業
行
旅
準
標

す
ま
り
な
と
項
事
管
共
の
庁
者
費
消
と

管
専
の
庁
光
観
は
請
申
可
認
別
個、
が

。
す
で
項
事

　

年
昨、
果
結
の
議
協
の
と
庁
光
観

7
月の

側
者
費
消
も
で
論
議
の
会
討
検、
は
に

で
求
請
に
者
用
利、
て
いつ
に
料
消
取
る

に
と
こ
る
す
現
実
り
よ
に
可
認
別
個
て

。
た
し
ま
り
な

　

、
も
て
いつ
に
度
制
証
保
程
旅、
た
ま

回
今、
が
た
し
ま
り
な
と
象
対
い
払
支
の

に
形
い
な
ら
な
と
象
対
の
証
保
程
旅、
は

を
請
申
可
認
別
個、
て
し
更
変
を
款
約

払
支
を
金
償
補
更
変、
り
よ
に
と
こ
る
す

。
す
ま
り
な
く
な
は
要
必
う
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A
T
A

室
スン
ア
イ
ラ
プ
ンコ
・務
法

し
わ
煩
う
い
と
請
申
可
認
別
個
「、
は
で

ま
れ
こ、
が
い
な
れ
し
も
か
る
じ
感
を
さ

説
と」
た
き
で
が
と
こ
る
す
善
改
を
点

業
行
旅
の
回
今、
は
に
社
各
員
会
「。
明

解
理
ご
て
いつ
に
請
申
可
認
別
個
の
款
約

て
し
用
活、
う
よ
る
き
で
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提
に
者
行
旅

。
す
ま
い
て
け
か
び
呼
と」
い
し
ほ

文・
材
取
（

　

）
美
清
木
鈴

説明会には JATA と ANTA の会員会社関係者約 150 人が参加し、関心の高さをうかが
わせました。


